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各課からの お　知　ら　せ

福祉
健康

児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

　

児
童
手
当
は
、原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、

６
月
、10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が

支
給
さ
れ
ま
す
。現
在
受
給
者
で
あ
る
場

合
、６
月
〜
９
月
分（
新
規
に
認
定
さ
れ
た

方
は
認
定
通
知
書
に
記
さ
れ
て
い
る
支
給

開
始
月
か
ら
９
月
分
）ま
で
を
、10
月
10
日

（
水
）に
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、平
成
19
年
４
月
か
ら
３
歳
未
満
の

児
童
手
当
は
一
律
月
額
１
万
円
と
な
り
ま

す
。ま
た
、３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、第

１
子・第
２
子
の
手
当
月
額
は
５
千
円
と
な

り
ま
す
。

※
ま
だ
現
況
届
の
提
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、添

付
書
類
が
不
備
な
方
は
手
当
の
支
給
が
差
止
め

ら
れ
ま
す
の
で
、早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所　

社
会
福
祉
課（
子
育
て
支
援
係
）

　

☎
63
│
５
１
１
３

呼
吸
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

呼
吸
器
の
病
気
で
息
切
れ
、せ
き
、た
ん

な
ど
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に
呼
吸
教
室

を
開
催
し
ま
す
。医
師
の
講
話
や
同
じ
よ

う
な
症
状
を
持
つ
方
と
の
意
見
交
換
な
ど

を
通
し
て
、日
常
生
活
で
の
工
夫
な
ど
、自

分
の
か
ら
だ
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
を
考

え
て
い
く
教
室
で
す
。お
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

開
催
日　

３
回
を
１
コ
ー
ス
と
し
ま
す
。

第
１
回　

10
月
３
日（
水
）

第
２
回　

10
月
17
日（
水
）

第
３
回　

10
月
30
日（
火
）

時
間　
第
1
回
、第
2
回
は
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
　
第
3
回
は
午
前
11
時
〜
午
後
2
時

会
場　

吉
井
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

費
用　

１
回
に
つ
き
１
０
０
円

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
保
健
所　

☎
74
│
３
４
０
３

「
ひ
き
こ
も
り
学
習
会
」の
お
知
ら
せ

　
『
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
』 

で
悩
ん
で
お
ら

れ
る
家
族
や
住
民
の
方
々
を
対
象
に
、ひ
き

こ
も
り
に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。「
本
人
を
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の
か
、

ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
い
い
の
か
」と
いっ
た

内
容
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
ま
す
。ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、通
常
の『
家
族
の
つ
ど
い
』に
つ
い
て

は
、『
学
習
会
』終
了
後
に
行
い
ま
す
。お一人

で
抱
え
込
ま
ず
、同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る

ご
家
族
同
士
で
息
抜
き
を
し
ま
せ
ん
か
？

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
14
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場　

金
井
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
保
健
所　

地
域
保
健
課　

　

☎
74
│
３
４
０
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　　

専
門
医（
精
神
科
医
）に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。「
眠
れ
な
い
日

が
続
く
」「
大
声
を
出
す
な
ど
、行
動
が
お
か

し
い
」「
も
の
忘
れ
を
し
や
す
く
な
っ
た
」「
気

分
が
落
ち
込
み
、や
る
気
が
出
な
い
」な
ど
、

心
に
関
す
る
お
悩
み
の
あ
る
方
、ま
た
そ
の

ご
家
族
が
対
象
で
す
。相
談
は
無
料
で
す
が

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。時
間
の
都
合

で
、４
人
ほ
ど
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。10
月
10
日（
水
）ま
で
に
電
話
等
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
15
日（
月
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

金
井
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

２
階　

小
会
議
室　
　

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
保
健
所　

地
域
保
健
課　

　

☎
74
│
３
４
０
７

引
き
揚
げ
者
の
皆
さ
ま
へ

　

税
関
で
は
、終
戦
後
の
混
乱
期
に
戦
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
が
、当
時
国
内
に

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ず
税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、昭
和
28
年
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、お
心
当
た
り
の
方
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。お
返
し
す

有
料
広
告
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税

お知
らせ

ン
タ
ー

・
所
在
地　

中
原
２
４
４
番
地
２

☆
金
井
健
康
保
養
施
設
金
北
の
里
、中
興

資
源
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
所
在
地　

中
興
乙
２
８
２
２
番
地
１

☆
新
穂
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
新
穂
潟
上
温

泉・
所
在
地　

新
穂
潟
上
１
１
１
１
番
地

☆
畑
野
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
松
泉
閣
、畑

野
農
村
休
憩
施
設

・
所
在
地　

栗
野
江
１
８
１
０
番
地
４

◇
募
集
要
項
配
布
期
間
　
　

　

10
月
４
日（
木
）ま
で

◇
申
請
受
付
期
間
　
　
　
　

　

10
月
４
日（
木
）ま
で

◇
受
付
時
間
　
　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

　

そ
の
他
申
請
の
資
格
や
指
定
条
件
、指
定

管
理
者
が
行
う
主
な
業
務
に
つ
い
て
は
募
集

要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、募
集
要
項
配
布
期
間
中
は
申
請
に

必
要
な
書
類
を
佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　　

　

http://w
w
w
.city.sado.niigata.jp/

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

施
設
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
　

市
役
所　

社
会
福
祉
課（
社
会
福
祉
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
63
│
５
１
１
３　

　

手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
　

市
役
所　

防
災
管
財
課（
管
財
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
63
│
５
１
３
５　

る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

・
終
戦
後
、外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
々
が
上
陸
地
の
税
関・海
運
局
に
預

け
た
通
貨・証
券
な
ど

・
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事
館
な

ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、本
人
だ
け
で
な
く

家
族
の
方
々
も
電
話・郵
便
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、実
際
に

届
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合
で
も
調
査

が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。な
お
、上
陸

地
が
新
潟
以
外
の
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ　

新
潟
税
関
支
署　

統
括
監
視
官
第
２
部
門

〒
９
５
０
│
０
０
７
２

新
潟
市
中
央
区
竜
が
島
１
│
５
│
４　

新
潟
港
湾
合
同
庁
舎
内

☎
０
２
５
│
２
４
４
│
９
３
１
４

（
土・日
祭
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
）

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
減
税
制
度
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
住
宅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
う
と
、そ
の
住
宅
の

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
平
成

19
年
４
月
１
日
か
ら
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
要
介
護
者
、障
が

い
者
な
ど
が
居
住
し
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
、

廊
下
の
拡
幅
や
階
段
の
勾
配
緩
和
等
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事（
自
己
負
担
30
万
円
以

上
）を
行
っ
た
場
合
に
、翌
年
度
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て一
部
減
税
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　

制
度
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、申
告
書
等

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所　

税
務
課（
固
定
資
産
税
係
）

　

☎
63
│
５
１
１
０

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
課（
税
務
係
）

 

法
テ
ラ
ス
新
潟
の

県
下
一斉
民
事
扶
助
無
料
法
律
相
談

　

資
力
の
乏
し
い
方
の
た
め
の
無
料
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。

相
談
日　

10
月
２
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

新
潟
、三
条
、新
発
田
、村
上
、長
岡
、

高
田
、佐
渡
の
各
地
区
の
協
力
弁
護
士・司

法
書
士
の
事
務
所　
（
た
だ
し
村
上
市
の

　

弁
護
士
相
談
の
場
所
は「
岩
船
広
域
教
育

情
報
セ
ン
タ
ー
」で
す
）

お
申
し
込
み
期
限　

９
月
２７
日（
木
）ま
で

（
完
全
予
約
制
）

　

資
力
要
件（
収
入
制
限
）に
つい
て
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
　

　

法
テ
ラ
ス
新
潟　

　

☎
０
５
０
│
３
３
８
３
│
５
４
２
０

司
法
書
士
無
料
相
談
週
間
を

実
施
し
ま
す

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、10
月
１
日
の

「
法
の
日
」に
因
ん
で
、無
料
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

期
間　

10
月
１
日（
月
）〜
10
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
（
各
事
務
所
執
務
時
間
内
）

場
所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
容　

市
民
生
活
一
般
に
関
す
る
法
律
相
談

（
登
記・訴
訟・相
続・多
重
債
務・悪
徳
商

法
な
ど
）

相
談
費
用　

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
５
│
２
２
８
│
１
５
８
９

　
　

http://niigata-shiho.net

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

☆
相
川
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ワ
イ
ド
ブ
ル

ー
あ
い
か
わ

・
所
在
地　

相
川
栄
町
21
番
地

☆
さ
わ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
さ

わ
た
、佐
和
田
大
佐
渡
交
流
活
性
化
セ

9
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各課からの お　知　ら　せ

お知
らせ

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

  

市
営
住
宅

■
木
戸
沢
住
宅（
金
井
）

○
所
在
地　

中
興
丙
７
│
１

○
規
格　

木
造
２
階
建
、３
Ｄ
Ｋ
、平
成
14

年
度
建
設

○
募
集
戸
数　

１
戸（
１
階
、19
号
室
）

○
家
賃　

月
額
２
万
３
７
０
０
円
〜

　

５
万
２
１
０
０
円

■
木
戸
沢
第
２
住
宅（
金
井
）

○
所
在
地　

千
種
１
０
３
２
│
１

○
規
格　

簡
易
耐
火
構
造
２
階
建
、３
Ｋ
、

昭
和
56
年
度
建
設

○
募
集
戸
数　

２
戸（
26
、27
号
室
）

○
家
賃　

月
額
１
万
７
７
０
０
円
〜

　

３
万
８
９
０
０
円

■
第
２
吉
岡
住
宅（
真
野
）

○
所
在
地　

吉
岡
８
０
０
│
２

○
規
格　

木
造
平
屋
建
、３
Ｄ
Ｋ
、平
成
６

年
度
建
設

○
募
集
戸
数　

１
戸（
４
号
室
）

○
家
賃　

月
額
２
万
８
０
０
円
〜

　

４
万
５
７
０
０
円

■
県
営
お
り
と
住
宅（
相
川
）

○
所
在
地　

相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
│
１

○
規
格　

耐
火
構
造
４
階
建
、３
Ｄ
Ｋ
、昭

和
54
年
度
建
設

○
募
集
戸
数　

１
戸（
４
階
）

○
家
賃　

月
額
１
万
４
９
０
０
円
〜

　

３
万
２
８
０
０
円

■
県
営
炭
屋
町
住
宅（
相
川
）

○
所
在
地　

相
川
炭
屋
町
19
│
３

○
規
格　

耐
火
構
造
４
階
建
、３
Ｄ
Ｋ
、昭

和
58
年
度
建
設

○
募
集
戸
数　

１
戸（
４
階
）

○
家
賃　

月
額
１
万
６
７
０
０
円
〜

　

３
万
６
６
０
０
円

■
県
営
青
柳
寺
住
宅（
佐
和
田
）

○
所
在
地　

中
原
３
１
３
│
１

○
規
格　

耐
火
構
造
４
階
建
、３
Ｄ
Ｋ
、昭

和
56
年
度
建
設

○
募
集
戸
数　

１
戸（
２
階
）

○
家
賃　

月
額
１
万
６
５
０
０
円
〜

　

３
万
６
３
０
０
円

 

定
住
促
進
住
宅

■
榎
田
住
宅
団
地（
畑
野
）

○
所
在
地　

畑
野
１
０
８
５

○
規
格　

木
造
２
階
建
、３
Ｄ
Ｋ
、平
成
14

年
度
建
設

○
募
集
戸
数　

１
戸（
Ｂ
│
１
号
室
）

○
家
賃　

月
額
４
万
３
０
０
０
円

 

若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅

■
大
野
第
２
住
宅（
両
津
）

○
所
在
地　

梅
津
２
２
４
４
│
２

○
規
格　

耐
火
構
造
３
階
建
、

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、平
成
14
年
度
建
設

○
募
集
戸
数　

２
戸（
１
階
、２
階
）

○
家
賃　

月
額
３
万
８
０
０
０
円

入
居
資
格

*
市
営
住
宅
は
①
，②
，③
，④
に
、定
住
促
進

住
宅
は
①
，②
，④
に
、若
者
夫
婦
向
け
賃

貸
住
宅
は
①
，⑤
，⑥
，⑦
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公
租
公
課

（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
い
る
こ
と

③
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
20
万
円（
高

齢
者
世
帯
、障
害
者
の
い
る
世
帯
、小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
等
は

26
万
８
０
０
０
円
）を
超
え
な
い
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
って
い
る
こ
と

⑤
申
込
者
と
配
偶
者（
婚
約
者
含
む
）の

満
年
齢
の
合
計
が
申
し
込
み
日
に
お

い
て
70
年
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
申
込
者
と
配
偶
者
が
同
居
す
る
こ
と

⑦
同
居
す
る
者
が
申
込
者
お
よ
び
配
偶

者
の
直
系
親
族
で
あ
る
こ
と

◎
お
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
建
設
課
も
し
く
は
各
支
所
の
窓

口
へ
、申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
お
申
し
込
み
期
限　
　

９
月
28
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

◎
入
居
可
能
日　

10
月
中
旬
以
降

◎
入
居
に
際
し
て
保
証
人（
２
名
）と
敷
金

（
家
賃
の
３
か
月
分
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所　

建
設
課（
建
築
住
宅
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
63
│
５
１
１
８

　

両
津
支
所　

建
設
課（
管
理
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
27
│
２
１
１
７

　

相
川
支
所　

建
設
水
道
課（
建
設
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
74
│
０
３
３
８

　

佐
和
田
支
所　
建
設
水
道
課（
建
設
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
57
│
２
１
１
１

　

畑
野
支
所　

建
設
水
道
課（
建
設
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
66
│
３
１
１
３

　

真
野
支
所　

産
業
振
興
課（
建
設
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
55
│
３
１
１
３

電
子
会
議
室
を
開
設
し
ま
す

 

議
題　

有
機
農
業
推
進
計
画
に
つ
い
て

　

国
の「
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
基

本
方
針
」を
踏
ま
え
て
、県
が
策
定
を
進
め

て
い
る「
新
潟
県
有
機
農
業
推
進
計
画
」に

県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、国
の
基
本
方
針
、意
見
交
換
会
に
出
さ

れ
た
意
見
等
を
素
材
に
し
な
が
ら
、有
機

農
業
の
現
状
と
今
後
の
推
進
に
つ
い
て
幅
広

く
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

設
置
期
間　

９
月
28
日（
金
）ま
で

URL:http://www.pref.niigata.jp/content/pps/

参
加
資
格　

自
由
参
加（
た
だ
し
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
が
必
要
で
す
）

※
新
潟
県
民
電
子
会
議
室
参
加
規
約
の
ル
ー
ル
に

基
づ
い
て
設
置
し
ま
す
。

詳
し
く
は
新
潟
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県　

農
林
水
産
部　

農
産
園
芸
課

　

☎
０
２
５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
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第２８回全国豊かな海づくり大会プレイベント

『海づくり「守り人」フェスタ』開催
◆日　時／９月２４日（月・振休）10：00～17：00
◆会　場／新潟市　朱鷺メッセ

も びと

　守り人（新潟の美しく豊かな海を未来へつなげるために行動する
人々）が集まり、自然と人間の共生の大切さについてみんなで考え
る大会です。会場内では、ステージイベント『あつまれ「守り人」』「さ
かなクン」イベントショー、お魚タッチプール、稚魚放流、日本海大
鍋、「にいがた海の陣」などの楽しいイベントがあります。みなさんの
来場をお待ちしています。

豊かな海づくり大会とは・・・　全国豊かな海づくり大会は、魚や貝などの
水産資源を保護し増やすこと、海や河川･湖沼などの自然環境を守るこ
との大切さをみんなで考える大会で、昭和５６年から毎年、海のある都道
府県で開催されています。新潟大会は、平成２０年９月６日㈯７日㈰に、朱
鷺メッセとその周辺を会場として開催されます。この大会には例年、天皇
皇后両陛下がご臨席されています。

◆お問い合わせ　市役所　水産課　☎63‐3802

「佐渡世界遺産シンポジウム」

内容　
・基調講演　
「佐渡の産業遺産と世界の産業遺産の未来」
スチュアート・スミス氏（国際産業遺産保存委員
会事務局長）
・パネルディスカッション
第１部「佐渡の近代化を支えた佐渡鉱山の歴
史と現状」
鈴木一義氏（国立科学博物館）
永松武彦氏（株式会社ゴールデン佐渡）
第２部「佐渡鉱山を未来にどう活かすか」
コーディネーター 鈴木一義氏
パネラー 木村　勉氏（長岡造形大学）
 稲葉信子氏（東京文化財研究所）
 永松武彦氏

◆お問い合わせ
 県教育委員会文化行政課
 世界遺産登録推進室
 ☎０２５－２８０－５７２６

日本の近代化を支えた
佐渡鉱山 入場無料 内容　基調講演、パネルディスカッション

国分寺史跡が所在する自治体の関係者が集まり、保存、整備
や史跡を活かした地域づくりについて考える。
（関連事業）佐渡国分寺展　
期日：10月1日（月）～31日（水）会場：佐渡博物館（一般入館料700円）

※平成19年10月1日以前発行の納入通知書では、取り扱い
ができません。
※納入通知書で納付できる郵便局は、市内のほか「新潟県・
長野県内」の郵便局に限ります。

10月1日から郵便局の窓口でも
上下水道料金が納付できます

日時　９月２３日㈰ 13：00～16：15
会場　アミューズメント佐渡　

第6回全国国分寺サミット佐渡大会
日時　10月27日㈯　14:00～17:30
会場　八幡館　　一般公開で入場無料

◆お問い合わせ　教育委員会　世界遺産・文化振興課　☎２７－４１７０

◆お問い合わせ　市役所　水道課（会計係）☎63-5114
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ができません。
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長野県内」の郵便局に限ります。
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佐渡を世界遺産に


